
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２０日（土）、コミュニティセンター大宝東で「健康で元気あるま

ちづくり」をテーマに「避難所体験をしてみよう」が実施されました。集

まった地域のみなさんは３班に分かれ、３つのメニューを順番に体験して

いきます。「備えについて」では地域の防災士さんから大宝東学区の浸水

域、非常食の用意、室内の備えや安否確認の方法などのお話が。「応急手

当講習」「紙食器とマスクづくり」では消防団員さんの進行で、止血や骨

折の応急処置方法の実習、新聞紙のお皿づくりやキッチンペーパーを使っ

たマスクづくりを行いました。他に新聞紙でつくったスリッパ、ろうそく

がないときのサラダ油ランプ、ビニール袋のカッパなども展示され、いざ

というときに使えそうな工夫の品にみなさん感心しきりでした。 

 最後はみんな集まって、健康推進員さんの作られた豚汁と一緒に、非常

食ごはんを新聞紙でつくったお皿でいただきました。 

身近で実際に役に立つ知識や体験内容で、勉強になったという声が聞

こえるとともに、集まった人同士の交流も生まれた防災訓練でした。 

≪問合せ≫ 自治振興課 

TEL ： 551‐0290 

（内線：3521） 

FAX ： 551‐0432 

～ 市民とともに 栗東をよりよいまちに ～ 
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１月１５日、龍谷大学社会学部コミュニティマネジメ

ント学科准教授の笠井先生を講師に迎え、サポート講座

を実施しました。 

３月２１日(祝)の成果報告会に向け、ポスターセッシ

ョンとはどんなことをするのか、目に留まるポスターづ

くりのポイントなど、映像などを交えながら分かりやす

く教えていただき、参加されたみなさんは熱心に耳を傾

けておられました。 

これまでの口頭発表からポスター発表へとスタイル

が変わる成果報告会。どんな素敵なポスターが出来上が

るのか、今から楽しみですね。 


